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・
　
岡
山
市
の
宗
教
者
有
志
で
組
織
す
る
Ｒ
Ｎ
Ｎ
人
道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

出入禁止の避難所も

i現地支援報告会ＲＮＮカ

（
宗
家
幸
信
委
員
長
）
は
1
3
日
、
岡
山
市
天
神
町
の
岡
山
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
月
例
会

議
を
開
催
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
本
部
よ
『
市
北
区
』
の
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
被
災
地
入
り
し
て
支
援
活
動
に
従
事
し
た
宮
本
龍
門
亘
＝
景
御
堅
派
長
泉

寺
住
職
と
中
島
布
設
日
蓮
宗
Ｔ
心
寺
副
住
職
の
２
人
か
ら
活
動
報
告
を
聞
い
た
。

習
石
巻
と
岡
山
で
慰
霊
祭

　
宮
本
住
職
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か

ら
の
Ｒ
Ｎ
Ｎ
へ
の
要
請
に
応

じ
て
、
３
月
1
7
日
か
ら
2
8
日

ま
で
岩
手
県
釜
石
市
と
大
槌

町
で
支
援
活
動
に
従
事
。
ま

た
、
中
島
副
住
職
は
３
月
1
9

日
か
ら
2
4
口
ま
で
同
地
で
、

さ
ら
に
４
月
１
日
か
ら
６
日

ま
で
、
独
自
に
宮
城
県
石
巻

市
に
入
っ
て
活
動
し
た
。

四
十
九
日
法
要
が
営
ま
れ
る
鹿
島
御
児
神
社
の
境
内

（
日
和
山
）
か
ら
望
む
石
巻
市
内
（
４
月
２
日
）

　
報
告
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
被
災
地
の
様
子
を
映
し
な

が
ら
進
め
ら
れ
た
。

　
官
本
住
職
は
現
地
の
状
況

に
つ
い
て
三
れ
ま
で
の
自

分
の
経
験
を
は
る
か
に
超
え

た
凄
ま
じ
い
レ
ベ
ル
の
状
況

で
、
言
葉
で
は
表
現
の
し
よ

う
が
な
い
」
と
語
り
な
が
ら

活
動
を
報
告
。

　
早
い
段
階
か
ら
の
被
災
地

入
り
で
、
ガ
ソ
リ
ン
問
題
等

も
あ
っ
て
か
な
り
の
困
難
を

伴
う
支
援
活
動
と
な
り
、
寝

る
瑕
も
な
い
忙
し
さ
だ
っ
た

と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
医

僚
支
盤
遊
の
手
伝
い
の
合

間
を
見
計
ら
い
、
中
島
副
住

職
、
安
森
奥
酋
教
師
ら
と
共

に
釜
石
市
の
曹
洞
宗
石
応
禅

寺
（
都
築
利
昭
住
職
）
の
朝

の
勤
行
に
出
て
犠
牲
者
を
供

養
す
る
こ
と
に
も
努
め
た
。

ま
た
、
避
難
し
て
き
た
人
の

世
話
に
加
え
、
列
を
成
し
て

葬
儀
等
の
相
談
に
訪
れ
る
覆

信
徒
の
対
応
で
多
忙
を
極
め

て
い
た
都
築
住
職
に
代
わ

り
、
遺
体
安
置
所
に
出
向
き

多
く
の
遺
体
の
供
養
を
手
伝

っ
た
と
い
う
。

　
中
島
副
住
職
は
い
っ
た

ん
、
岡
山
の
Ｔ
心
寺
に
帰

り
、
中
島
妙
江
住
職
の
指
示

で
再
び
被
災
地
へ
。
仙
台
駅

前
の
本
山
孝
脇
寺
や
宮
城
県

宗
務
所
に
参
拝
し
て
話
を
聞

い
た
後
、
石
巻
に
向
か
い
、

市
役
所
の
御
心
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
ま
だ
供
養
が
な
さ
れ
て

い
な
い
遺
体
安
置
所
や
仮
埋

葬
墓
地
を
拝
ん
で
回
っ
た
。

　
さ
ら
に
中
島
副
住
職
は
2
9

ひ

兼
志
宮
司
の
許
可
を
得
て
四

十
九
日
の
法
要
を
堂
む
こ
と

に
な
っ
た
と
報
告
し
た
。

　
報
告
の
中
で
２
入
と
も

「
避
難
所
へ
の
宗
教
者
の
出

入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
場

所
も
あ
っ
た
が
、
被
災
者
は

み
ん
な
宗
教
者
を
待
っ
て
い

る
。
話
を
聞
い
て
あ
げ
た

り
、
一
緒
に
手
を
合
わ
せ
て

あ
げ
る
だ
け
で
と
て
も
喜
ん

で
く
れ
た
。
今
こ
そ
宗
教
者

が
被
災
者
の
心
の
叉
え
に
な

ら
ね
ば
」
と
強
調
し
た
。

　
Ｒ
Ｎ
Ｎ
で
は
３
月
1
3
日
か

ら
岡
山
駅
前
等
で
続
け
て
き

た
募
金
活
動
を
Ｉ
力
月
を
経

て
1
2
日
で
終
了
。
2
9
日
に
は

仏
教
の
四
十
九
日
法
要
と
神

進
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
の
五

十
日
祭
の
意
味
を
込
め
て
、

黒
住
教
本
部
・
神
進
出
山
上

の
日
拝
所
で
、
諸
京
教
合
同

で
の
慰
霊
祭
を
執
り
行
う
。

　
同
じ
日
に
被
災
地
の
鹿
島

御
見
神
社
境
内
で
営
ま
れ
る

法
要
と
も
協
調
す
る
形
で
、

岡
山
の
宗
教
者
の
祈
り
が
被

災
地
に
届
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
河
合
清
治
）

　
2
8
日
に
追
悼
と

　
復
興
支
援
法
要

　
　
東
京
・
本
山
東
本
願
寺

　
東
京
・
西
浅
草
の
浄
土
真

宗
東
本
願
寺
沢
本
山
東
本
願

寺
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

四
十
九
日
に
当
た
る
2
8
日
午

後
２
時
、
「
物
故
者
追
悼
復

興
支
援
法
要
」
を
本
堂
で
営

む
。

　
大
谷
光
見
法
主
が
導
師
を

勤
め
、
仏
説
阿
弥
陀
経
や
正

・
信
僑
で
犠
牲
者
を
悼
み
、
被

災
地
の
早
期
復
興
を
願
う
。

法
要
の
直
後
、
地
震
発
生
時

刻
の
午
後
２
時
4
6
分
に
は
、

境
内
の
梵
鐘
を
打
ち
嶋
ら

し
、
参
列
者
全
員
で
念
仏
を

称
え
る
。

　
同
寺
で
は
仏
教
各
派
や
関
‘

係
団
体
に
対
し
、
同
時
別
に

梵
鐘
を
突
き
、
黙
祷
を
棒
げ

る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
2
8
目
は
同
寺
が
2
3
日
か
ら

行
う
京
担
税
鸞
聖
人
七
百
五

十
回
御
遠
忌
法
要
の
第
１
期

の
最
終
日
で
、
会
期
中
に
境

内
で
浅
草
土
産
や
記
念
品
を
、

売
る
「
本
願
寺
市
」
の
収
益

の
一
部
な
ど
を
義
援
金
と
し
’

て
被
災
地
に
送
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
孝
雄
）

鎮
魂
花
生
け
追
悼
晨
心

　
真
言
京
大
賞
寺
沢
大
本
山

犬
覚
寺
（
京
都
市
右
京
区
）

で
1
3
日
、
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
を
追
悼
し
、
一
目
も

早
い
復
興
を
析
る
鎮
魂
花
が

生
け
ら
れ
た
。
同
寺
を
家
元

と
す
る
、
嵯
峨
御
流
華
道
の

岡
田
脩
克
華
務
長
ら
が
挿
花

し
た
。
鎮
魂
花
は
2
1
日
ま
で

大
玄
関
な
ど
に
置
か
れ
、
大

覚
寺
で
は
震
災
発
生
の
満
中

陰
に
当
た
る
2
8
日
、
追
悼
法

会
を
営
む
。

　
大
玄
関
に
生
け
ら
れ
た
鎮

魂
花
は
岡
田
華
務
畏
が
挿
花

し
た
。
松
に
白
の
コ
チ
ョ
ウ

ラ
ン
を
あ
し
ら
い
、
被
災
地

に
慈
悲
が
降
り
注
ぐ
よ
う
に

願
っ
て
生
け
た
と
い
う
。
入

党
寺
で
は
毎
年
、
1
5
日
か
ら

嵯
峨
御
流
華
道
の
華
道
祭
が

執
行
さ
れ
て
い
た
が
、
今
年

は
震
災
を
受
け
中
止
。
こ
れ

に
代
わ
り
、
鎮
魂
花
を
挿
花

す
る
こ
と
に
し
た
。

　
挿
花
後
、
黒
髪
寛
延
執
行

長
ら
に
よ
り
法
楽
が
堂
ま

れ
、
般
若
心
経
や
光
明
真
言

が
読
経
さ
れ
た
。
鎮
魂
花
は

大
玄
関
の
ほ
か
、
大
門
脇
に

も
５
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
大
賞
寺
は
被
災
地
へ
の
募

金
活
動
を
末
寺
や
嵯
峨
御
流

門
人
に
呼
び
掛
け
て
お
り
、

す
で
に
１
５
０
０
万
円
余
り

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。

　
　
　
　
　
　
（
闇
雲
啓
介
）犠牲者を追悼する鎮魂花を前

に法楽する黒髪寛延執行長ら

　
「
い
ま
だ
に
捜
索
が
か
な

わ
ず
、
多
く
の
人
々
が
残
さ

れ
た
ま
ま
の
被
災
地
で
犠
牲

者
の
御
霊
を
弔
い
た
い
」
と

３
月
2
9
日
か
ら
３
日
聞
、
高

野
山
真
言
宗
総
本
山
金
剛
峯

寺
塔
頭
三
賢
院
の
簒
全
隆

住
職
（
6
8
）
が
被
災
地
で
慰
霊

巡
拝
を
行
っ
た
。
訪
れ
た
被

災
地
は
宮
城
県
の
仙
台
、
気

仙
沼
、
岩
手
県
の
陸
前
高

　
　
‾
‾
’
“
’
４
“

ｌ
ｎ
ｇ
Ｓ
ｐ
ｔ
ｌ
／

’
‐
ｎ

き
の
各
市
。
飛
潭
住
職
に
弟

子
ら
４
人
が
同
行
し
た
。
現

地
に
は
活
水
器
を
携
行
し
、

被
災
地
が
見
涅
せ
る
場
所
を

選
ん
で
読
経
し
た
。

　
1
6
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
は
多
く
の
弟
子
が
被

災
し
、
支
援
活
動
を
行
っ
た

飛
鷹
住
職
。
今
回
の
震
災
報

道
で
被
害
を
見
聞
き
す
る
た

び
、
現
地
へ
の
思
い
が
募
っ

　
一
行
は
2
9
目
の
早
朝
に
高

野
山
を
出
発
。
秋
田
経
由
で

現
地
に
入
っ
た
。
復
旧
活
動

で
慌
た
だ
し
い
被
災
地
に
向

か
う
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て

院
内
で
も
議
論
し
た
が
、
飛

鷹
住
職
の
強
い
思
い
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
。

　
［
宗
派
を
超
え
た
折
り
で

な
い
と
拝
め
な
い
］
。
現
地

で
は
地
元
の
報
道
関
係
者
か

捜
索
待
つ
御
霊
を
弔
う

記
％
勁
器
被
災
地
で
慰
霊
巡
拝

住
職
は
「
和
歌
山
か
ら
来
た

僧
侶
」
と
答
え
、
宗
派
も
氏

名
も
名
乗
ら
な
か
っ
た
。
’

　
津
波
に
さ
ら
わ
れ
、
見
渡

す
限
り
町
の
痕
跡
を
と
ど
め

な
い
現
場
で
被
災
地
の
隅
々

に
ま
で
祈
り
が
届
く
よ
う
に

と
僧
侶
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
方

角
べ
向
か
っ
て
読
経
し
た
。

仮
の
祭
壇
か
ら
見
え
る
海
は

津
波
が
想
像
で
き
な
い
ほ
ど

「
多
く
の
御
霊
が
が
れ
き
の

中
で
捜
索
を
待
っ
て
い
る
。

あ
の
海
に
も
多
く
の
人
が
流

liiλ4&い･･.･､ぺなぷ皿4r;

南三陸町歌津地区で加持読経し、
犠牲者を弔う飛騰佳轍励

の
思
い
を
吐
露
す
る
。

　
南
三
陸
町
の
歌
津
地
区
で

は
、
曹
洞
宗
西
光
寺
の
小
沢

と
が
で
き
た
。

　
西
光
寺
は
湾
岸
か
ら
約
７

０
０
び
離
れ
た
伊
里
前
川
流

域
に
あ
る
寺
院
。
今
回
の
津

波
で
は
本
堂
、
庫
裏
な
ど
全

て
が
流
さ
れ
た
。
「
目
分
は

生
か
さ
れ
た
。
今
は
皆
を
励

ま
し
て
一
生
懸
命
生
き
て
い

く
」
と
の
小
沢
住
職
の
話
に

感
銘
を
受
け
た
と
い
う
。

　
一
行
は
同
町
で
避
難
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
名
足
堡
用

園
で
支
援
物
資
を
寄
託
。
い

わ
き
市
で
は
、
避
難
所
と
し

て
寺
院
を
開
放
し
て
い
る
高

野
山
真
言
宗
の
冷
泉
寺
（
酒

主
照
之
住
職
）
な
ど
を
見
舞

旧
作
業
が
優
先
さ
れ
る
の
は

仕
方
が
な
い
ダ
宗
教
者
と

し
て
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

今
回
行
け
な
か
っ
た
被
災
地

で
も
祈
り
た
い
」
と
、
今
後

も
慰
霊
巡
拝
を
続
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
伊
賀
明
）

ネ
ッ
ト
掲
示
板
で
知
恵
借
り
る

　
　
高
野
山
真
言
宗
の
震
災
対
策
本
部

　
高
野
山
真
言
宗
の
東
日
本

大
震
災
災
害
対
策
本
部
（
本

部
長
日
‥
庄
野
光
昭
宗
務
総

長
）
で
は
、
掲
示
板
「
い
ま

何
処
？
ネ
ッ
ト
」
を
開
設
し

て
い
る
。
不
足
し
て
い
る
物

資
の
要
請
や
諸
問
題
へ
の
解

り
、
全
国
の
僧
侶
が
掲
示
板

を
通
し
て
知
恵
を
出
し
合

い
、
現
状
改
善
に
努
め
て
い

る
。

　
同
対
策
本
部
か
ら
の
連
絡

事
項
か
ら
、
現
地
に
入
っ
て

克
服
活
動
を
完
宛
す
る
国
々

定
、
現
地
の
道
路
状
況
や
余

震
情
報
、
今
後
現
地
で
の
支

援
活
動
を
考
え
て
い
る
僧
侶

へ
の
注
意
事
項
な
ど
内
容
は

さ
ま
ざ
ま
だ
。

　
同
対
策
本
部
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
前
線
基
地
に
と

定
め
た
宮
城
県
大
崎
市
の
弘

法
寺
（
大
坪
龍
勝
住
職
）
で

は
電
源
ぴ
不
安
胞
な
中
、
屏

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
す

る
僧
侶
に
対
応
し
な
が
ら
、

支
援
に
入
っ
た
被
災
地
で
現

地
の
声
を
発
信
し
、
情
報
共

有
を
図
っ
て
い
る
。

　
同
対
策
本
部
で
は
「
掲
示

板
を
さ
ら
に
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。
内
容

は
匠
瓦
≧
反
影
・
艮
ぺ
で

渥
認
で
き
る
。
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